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バ ト リ シ ア ・ ツ ル ミ
要 旨:こ の論文 は明治時代、繊維産業に働いた女工たちが自分たちの人生を どう認識 していた
かとい うことに重点を置いて書かれた ものである。彼女たちは日本 の産業化において、 また地
方で地主、小作人間の関係維持のために自分た ちが果た した役割に気付いていただ ろうか。そ
うならば彼女たちの役割 に関する考え方は何であろ うか。自分たちを犠牲者 と思っていただろ
うか。自分たちをグループに属 していると思っていただ ろうか。女工 としてのアイデンティテ
ィはいかほ ど強かったか。彼女たちは自分 自身 をどう定義づ けていただろ うか。
山下 リン筆 「復活」 とい う正教 のイコンにっいて
ミハ イル ・ウス ペ ソ ス キ ー
要旨:こ の論文では、 日本において初めてイコンを書いた画家山下 リン(1857-1939)の 人生
と創造について述べた。
山下 リソは、西洋文化の急激な普及時期一 明治時代の代表的な人物であ りなが らユニークな
iii
特徴を持 っていたのである。
先ず山下 リソはアン トニオ ・ホンタネジ(1818-82)の もとで西洋の絵画を学んだが、 しば
らくしてニコライとい うロシア神父によって洗礼を受け、キ リス ト正教イコソの描 き方を学ぶ
ためにペテルブルグの修道院に送 られた。
修道院の工房において勉強するとともに山下 リンは皇帝のエル ミタージュ美術館をたずね る
ことがあって西洋画の3枚 のコピーを作 った。エル ミタージュ美術館で コピーを作 ることに成
果を収めたが、修道院で勉強することの困難 にぶつかるとともに病気 にな り1883年3月 に日本
に帰った。
帰国後山下 リンは東京駿河台の正教会 ミッシ ョンに住んだが、1893年3月 にこの場所には新
しいキ リス ト復活の寺院(ニ コライ堂)が 建 てられた。
やがて、ニコライ皇太子(後 のロシア皇帝)の 日本訪問の機会 にニコライ神父が皇太子 のた
めに 「復活」 とい うイコンを描 くことを山下 リンに依頼 した。今では、 ロシアにある唯一 の山
下 リソの作品でエル ミタージュ美術館に保管されている。
このイコソは山下 リンの活動の中で特別な位置 を占めている。 これ は代表的なものであるが、
同時に貴重な作品である。山下 リンは生涯にわたって、純 ロシアイコン絵画のスタイルを守 っ
ていた。 このスタイルこそペテルブルグの修道院 で学んだ もので、ニコライ神父のぞぽに住ん
で彼の勧めに従 ったからかもしれない。
しか し、「復活」 とい うイコンは唯一の例外 として評価 されている。これは、高井安治 とい
う当時の有名な蒔絵師の枠が作 られたからだ。 この枠 はイ コンのデザ イソに特別 な日本のニュ
アンスを与 えた。
山下 リソは長い生涯をつ うじていろいろなイコンを作 った。「復活」 とい うイコソはその一一
つだ。山下 リンの活動 と日本正教会のイコン絵画 はこのイ コソが代表 している。また、もっと
も重要 な資料 として見逃 してはならない作品である。
宮沢賢治の歌 う風景 『風の又三郎』を中心に
ア ン ト ニ ーV.リ ー マ ン
要旨:拙 論は、厂文学における風景」 とい う視点から、宮沢 賢治の 『風の又三郎』を分析す る。
ナラトロジ　 テ 　 マ
これは、厂日本文学の風景における話 法」 とい う大きな研究課題であ り、 このテーマの目的は、
風景描写の土着的概念 と近代日本の小説における風景描写 の役割をさぐることである。拙論 は、
宮沢賢治の有名 な 『風の又三郎』の分析 を通 して、明治期 日本 の作家たちによる 「風景 の発
見」 とい う柄谷行人のパ ラダイムを批判する。賢治は、その詩的文体によって、高度に独創的
で特異 とさえ言い うる擬声語のさまざまな実験 を行 っている。彼は、内的/外 的風景のユニー
クな融合を成 し遂げているが、それは柄谷 の 「風景描写 の舶来 のモデル」では説明しきれない
ものである。 さらに、拙論では、「口論的」、「触覚的」文体 表現が、よ り抽象的、概念的表現




コ ー デ イ ・ ポ ー ル ト ン
要 旨:本 稿 は泉鏡花(1873-1939)の 文学 の自然描写における幻想 とアニ ミズムの役割 を考察
するものである。十九世紀の ヨーロッパ文学 と明治の進化的イデオロギーは、人間 と自然界 と
のつ なが りを積極的に断絶 しようとした。 『化鳥』(1897)と 『高野聖』(1900)の 二つの作品
に焦点をあて、鏡花 の小説がいかにその傾 向に反するものであるかを論証す ることが本稿の狙
いである。主題 としての変形(メ タモル フォース)の 扱い、及 び文体 としての比喩(メ タフォ
アー)の 使い方 において、鏡花は退化 と逆行 とい う概念 を玩ぶ。 これは、ある意味 で西欧の
findesi6cleの 幻想文学の特徴であるが、鏡花の作品が異 なる点は、その人間感覚 とはかけ離
れた自然及び超自然の力に対す る肯定的 な立場にある。
中世日本文学における空間の役割
ウ ラジ ス ラ フ ・ゴ レ グ リヤ ー ド





























隠 された文献 リス ト
ー 『菊 と刀』をめ ぐって一
ポ ー リ ン ・ ケ ン ト
要旨:ル ース ・ベネデ ィク トの 『菊 と刀』には参考文献 リス トが含 まれていなかったが、彼女
が残 した日本研究関係 の資料から参照した と思われるものを ピックアップしリス トを作 ること
ができた。なお、彼女 は米国戦争情報局(OWI)の 海外戦意分析課(FMAD)の なかで日本研
究を行 ったので、その環境を紹介す る意味でメン・ミー の リス トも掲載す る。
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